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人
は
、
自
分
を
攻
撃
す
る
人
、
非
難
す
る
人
と
は
、

通
常
、
接
触
を
持
た
ず
、
回
避
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

本
連
載
の
第
32
回
「
攻
撃
（
人
を
傷
つ
け
る
心
）
と

倫
理
」（
２
０
１
９
年
４
月
№
４
９
３
）
で
、
加
害
者

の
行
動
が
、
そ
の
被
害
に
、
ど
の
よ
う
に
、
因
果
的
に

か
か
わ
っ
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
の
重
要
性
を
述
べ

た
（1）

。

　

近
年
、
社
会
問
題
と
し
て
、
職
場
い
じ
め
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
が
取
り
沙
汰
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
展
開
の
様
相

が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
休
校
措
置
が
、
い
じ
め
問
題
に
苦
し
む
不
登
校

の
児
童
に
と
っ
て
は
、
あ
る
種
の
救
い
と
な
っ
た
可
能

性
も
見
出
さ
れ
た
り
し
た
。

　

本
稿
か
ら
３
回
に
わ
た
っ
て
、
社
会
問
題
、
民
事
上

の
個
別
紛
争
と
し
て
の
職
場
い
じ
め
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
つ
い
て
修
復
的
正
義
の
観
点
か
ら
考
え
て
み
る
こ
と

に
す
る
。

　
１
．
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
定
義
の
多
様
性

１
．
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
定
義
の
多
様
性

　

２
０
１
９
年
５
月
、
労
働
施
策
総
合
推
進
法
改
正
に

よ
り
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
パ
ワ
ハ
ラ
）
予
防
が
取

り
入
れ
ら
れ
、
そ
の
対
策
強
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
が
実
施
し
た
、
令
和
２
年
度
・
職
場
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
実
態
調
査
報
告
書
に
お
い
て
は
、

過
去
３
年
間
に
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
（
セ
ク
ハ
ラ
）
お
よ
び
顧
客
等
か
ら
の
著
し
い
迷
惑

行
為
（
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
：
カ
ス
ハ
ラ
）
を

一
度
以
上
経
験
し
た
者
の
割
合
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
が
31
・

４
％
、
カ
ス
ハ
ラ
が
15
・
０
％
、
セ
ク
ハ
ラ
が
10
・

２
％
で
あ
っ
た
（2）

。
過
去
５
年
間
に
、
就
業
中
に
妊
娠

／
出
産
し
た
女
性
労
働
者
の
中
で
、
妊
娠
・
出
産
・
育

児
休
業
等
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
と
回
答
し
た
者
の

割
合
は
、
26
・
３
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
過
去
５
年
間

に
育
児
に
関
わ
る
制
度
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
男
性
労

働
者
の
中
で
、
育
児
休
業
等
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た

と
回
答
し
た
者
の
割
合
は
、
26
・
２
％
で
あ
っ
た
。
10

〜
30
％
の
者
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
経
験
し
た
こ
と
に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
予
防
・
解
決
の
た
め
の
取
組
を
進
め
る
上
で
の

課
題
は
？
」
と
の
問
い
に
対
し
企
業
側
か
ら
は
、「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
か
ど
う
か
の
判
断
が
難
し
い
」
の
回
答
率

が
最
も
高
か
っ
た
。

　

こ
こ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
定
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑴ 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
　

　

新
明
解
国
語
辞
典
に
よ
れ
ば
、「
何
ら
か
の
方
法
で
、

受
け
手
に
不
快
や
苦
痛
を
与
え
る
よ
う
な
こ
と
を
す

る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
苦
痛
。
い
や
が
ら
せ
」
を
言

い
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
本
質
は
、【
相
手
を
尊
重
し
な

い
こ
と
、
人
格
を
否
定
す
る
こ
と
に
あ
る
】。
し
か
し
、
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受
け
手
が
不
快
と
感
じ
た
り
、
思
っ
た
り
し
た
だ
け
で
、

そ
れ
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
あ
る
と
言
い
切
る
専
門
家
も

い
る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

起
因
す
る
負
の
作
用
で
あ
り
、
逆
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も
あ

り
う
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
被
害
者
・
加
害
者
構
成

が
先
に
あ
る
こ
と
、
そ
の
両
者
に
（
労
働
者
）
個
人
の

人
格
権
侵
害
が
発
生
し
て
い
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
十

分
配
慮
し
て
か
ら
法
的
な
責
任
や
権
利
侵
害
が
あ
る
の

か
を
見
定
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

前
述
し
た
厚
生
労
働
省
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
発
生
状

況
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
総
括
が
あ
っ
た
（3）

。

　

過
去
３
年
間
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
件
数
の
推
移
に

つ
い
て
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
顧
客
等
か
ら
の
著
し
い
迷
惑

行
為
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
休
業
等
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

介
護
休
業
等
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
就
活
等
セ
ク
ハ
ラ
で
は

「
件
数
は
変
わ
ら
な
い
」
の
割
合
が
最
も
高
く
、
セ
ク

ハ
ラ
の
み「
減
少
し
て
い
る
」の
割
合
が
最
も
高
か
っ
た
。

　

過
去
３
年
間
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
該
当
件
数
の
推
移
に

つ
い
て
、
顧
客
等
か
ら
の
著
し
い
迷
惑
行
為
に
つ
い
て

は
「
件
数
が
増
加
し
て
い
る
」
の
方
が
「
件
数
は
減
少

し
て
い
る
」
よ
り
も
多
い
が
、
そ
れ
以
外
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
つ
い
て
は
、「
件
数
は
減
少
し
て
い
る
」
の
ほ

う
が
「
件
数
は
増
加
し
て
い
る
」
よ
り
多
か
っ
た
。

⑵ 

最
近
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
特
徴

　

最
近
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
問
題
の
特
徴
と
し
て
、
筆

者
の
見
解
で
は
あ
る
が
、
下
記
の
よ
う
な
こ
と
を
見
聞

す
る
こ
と
が
増
え
て
い
る
。

１
．
価
値
観
・
認
識
の
相
違
か
ら
発
生
す
る
、
言
葉
に

よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
多
い
。

２
．
被
害
者
・
加
害
者
に
は
、
被
害
の
前
段
階
か
ら
、

対
話
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
い
状
況
が
あ

る
。

３
．
被
害
者
・
加
害
者
双
方
に
バ
イ
ア
ス
や
コ
ン
フ
リ

ク
ト
が
あ
る
。
ま
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
評
価
者
に
も
あ

る
。

４
．
教
職
員
と
学
生
、
職
員
（
供
給
者
）
と
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
（
受
給
者
）、
国
や
地
域
、
指
導
教
育
の
認
識

の
齟
齬
、
そ
の
教
示
指
導
・
業
務
の
場
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
、
文
化
や
性
別
、
個
人
観

の
違
い
で
発
生
。

５
．
目
的
と
評
価
、
成
果
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
、
方
法
に

つ
い
て
の
考
え
方
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。

６
．
被
害
が
解
釈
に
基
づ
く
も
の
や
個
々
人
の
捉
え
方

や
主
観
で
あ
る
た
め
、
被
害
が
表
面
化
し
づ
ら
い
。

７
．
加
害
認
識
が
な
い
場
合
が
あ
り
、
加
害
者
は
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
と
思
っ
て
お
ら
ず
、
軽
視
し
が
ち
で
あ
る
。

８
．
被
害
者
の
み
な
ら
ず
、
加
害
者
認
定
さ
れ
た
人
た

ち
に
も
「
害
」
と
な
り
、
双
方
に
心
身
の
障
害
を
き

た
す
。

９
．
マ
ス
コ
ミ
に
報
道
さ
れ
や
す
く
、
個
の
問
題
が
組

織
の
問
題
に
発
展
し
や
す
い
。
文
脈
背
景
が
報
道
さ

れ
る
こ
と
は
な
く
、
個
々
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
は
拓
か
れ

る
こ
と
な
く
、
被
害
者
・
加
害
者
の
対
立
構
造
で
終

わ
る
。

10
．
被
害
者
・
加
害
者
双
方
に
、
二
次
被
害
が
起
き
や

す
い
。
被
害
者
は
心
身
の
不
調
を
起
こ
し
や
す
い
。

ま
た
、
理
由
も
原
因
も
加
害
者
に
述
べ
ず
に
、
加
害

者
と
被
害
者
を
乖
離
さ
せ
て
、
第
三
者
的
に
問
題
解

決
を
行
う
こ
と
は
有
益
で
は
あ
る
が
、
突
然
の
遮
断

や
懲
戒
訓
告
で
は
加
害
者
が
苦
し
む
事
態
が
発
生
す

る
。

11
．
被
害
者
・
加
害
者
双
方
に
、「
害
」
や
「
傷
」
に

つ
い
て
原
因
の
共
有
を
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
各
々

が
正
当
化
す
る
。

12
．
本
来
の
目
的
や
そ
の
場
の
状
況
が
理
解
共
有
で
き

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
個
人
の
特
性
に
よ
る
、
相
手

へ
の
受
容
・
尊
重
・
共
感
と
い
っ
た
こ
と
に
、
被
害

者
・
加
害
者
双
方
で
温
度
差
が
あ
り
、
突
然
の
「
回

避
」「
無
視
」
に
よ
り
、
周
囲
か
ら
の
孤
立
や
犯
人

扱
い
を
受
け
て
、
加
害
者
が
逆
被
害
を
被
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
。
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13
．
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
予
防
は
、
個
別
的
・
事
後
的
救

済
を
処
理
す
る
こ
と
に
終
始
し
や
す
く
、
各
職
場
に

お
い
て
、
自
律
的
に
取
り
組
む
仕
組
み
づ
く
り
や
、

個
々
の
被
害
認
定
で
の
状
況
・
個
人
の
特
性
・
権
利

と
義
務
・
責
任
遂
行
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
再
帰
的

思
考
が
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

14
．
職
場
全
体
で
の
チ
ー
ム
で
の
協
働
体
制
が
欠
如
し

て
い
た
り
、
関
係
修
復
の
た
め
の
対
話
が
行
わ
れ
て

い
な
か
っ
た
り
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
職
場
の

リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
判
断
や
現
場
の
状
況
を
知
ら
な
い

第
三
者
に
よ
る
判
断
で
認
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

15
．
法
や
マ
ス
コ
ミ
を
注
視
し
す
ぎ
る
と
、
職
場
の
ヒ

エ
ラ
ル
キ
ー
を
固
定
化
し
た
り
、
拡
大
化
し
た
り
し

や
す
く
、
個
人
の
権
利
を
主
張
し
す
ぎ
る
と
、
関
係

構
築
や
職
場
の
理
念
や
信
頼
の
再
構
築
と
い
っ
た
職

場
環
境
の
問
題
が
規
範
的
に
な
り
や
す
い
。

　　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
人
と
人
と
の
関
係
の
上
に
生

起
す
る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
被
害
者
の
気
持
ち

は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
加
害
者
を
、
そ
の
問
題
や

状
況
に
向
き
合
わ
せ
る
こ
と
な
く
、
被
害
者
の
心
情
だ

け
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
対
応
や
処
理
を
行
う
こ
と
は
慎

重
に
か
つ
配
慮
し
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

よ
り
具
体
的
に
は
、
以
下
の
こ
と
を
、
ま
ず
初
期
対

応
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

①
誰
が
、
何
の
被
害
を
受
け
た
の
か
、
被
害
者
・
加
害

者
に
情
報
を
開
示
し
、
何
が
問
題
で
あ
る
か
を
考
え

て
い
た
だ
く
こ
と
を
試
み
る
た
め
の
チ
ー
ム
を
作
成

す
る
。　

②
双
方
の
当
事
者
た
ち
は
、
何
を
求
め
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
ど
う
し
た
い
の
か
。

③
起
こ
っ
た
被
害
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
権
利
と
義
務
が

あ
る
の
か
、
ま
た
そ
の
こ
と
は
、
誰
に
責
任
が
あ
る

の
か
。

④
こ
の
よ
う
な
状
況
や
問
題
に
つ
い
て
、
利
害
関
係
は

あ
る
の
か
、
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
誰
な
の
か
。

⑤
双
方
の
当
事
者
た
ち
は
、
解
決
を
見
出
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
か
。

⑥
解
決
を
見
出
し
た
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
方
法
や
プ
ロ

セ
ス
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
。

⑦
当
事
者
は
、
こ
の
ま
ま
、
こ
の
職
場
や
業
務
に
従
事

し
た
い
の
か
。

⑧
当
事
者
が
、
現
状
の
業
務
や
任
務
を
続
け
た
い
と
す

れ
ば
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

⑨
双
方
の
当
事
者
は
何
が
問
題
だ
と
考
え
て
い
る
の
か
。

⑩
利
害
関
係
者
や
双
方
の
当
事
者
た
ち
で
関
係
構
築
や

職
場
を
良
く
す
る
た
め
の
対
話
を
試
み
る
こ
と
は
可

能
な
の
か
。
第
三
者
を
入
れ
た
会
議
へ
の
移
行
（
①

～
⑩
を
再
度
検
討
す
る
）。

　
２
．
修
復
的
正
義
の
可
能
性

２
．
修
復
的
正
義
の
可
能
性

　

対
話
を
拒
否
す
る
人
（
対
話
に
無
関
心
な
の
で
は
な

く
、
意
図
的
に
）
や
、
対
話
に
お
い
て
攻
撃
的
な
人
は

少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
そ
の
個
人
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
（
言
語
・
準
言
語
・
非
言
語
）

や
性
向
、
職
業
・
価
値
観
・
認
知
フ
レ
ー
ム
（
も
の
の

見
方
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
、
状
況
や
登
場
人
物
、

内
容
に
よ
っ
て
、
攻
撃
的
と
取
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ

ろ
う
。

⑴ 

修
復
的
正
義
と
は

　

１
９
７
０
年
代
よ
り
、
刑
事
司
法
批
判
か
ら
新
し

い
紛
争
解
決
の
方
法
と
し
て
、
カ
ナ
ダ
で
Ｖ
Ｏ
Ｒ
Ｐ

（V
ictim

-O
ffender Reconciliation Program

）

と
い
う
先
駆
的
な
取
り
組
み
が
実
践
さ
れ
た
（4）

。
こ
れ
は
、

少
年
司
法
の
場
で
、
加
害
者
が
被
害
者
を
訪
ね
、
謝
罪

し
赦
し
を
請
う
と
い
う
実
験
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
従

来
の
刑
事
司
法
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
た
被
害
者
と
加
害

者
の
関
係
性
に
焦
点
を
当
て
る
当
事
者
同
士
の
対
話
を

重
視
す
る
取
り
組
み
で
あ
り
、Restorative Justice

（
修
復
的
司
法
、
以
下
、
Ｒ
Ｊ
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
（5）

。
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は
、
そ
の
バ
イ
ブ

ル
本
と
し
て
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（6）

。

　

こ
の
よ
う
に
、
修
復
的
正
義
と
は
、
刑
事
法
に
お
け

る
考
え
方
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
被
害
者
・
加
害
者
と

の
関
係
修
復
の
た
め
の
対
面
方
式
の
「
対
話
」
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
被
害
者
の
参
加
は
任
意
で
あ
り
、
そ
の
円

環
を
取
る
対
面
方
式
の
対
話
は
、
合
意
を
目
指
す
も
の

で
は
な
い
。
ま
た
、
合
意
に
よ
っ
て
、
被
害
者
感
情
が

宥
和
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
緩
和
さ
れ
た
り
、
自
身

を
取
り
戻
す
実
感
に
な
っ
て
い
っ
た
り
す
る
よ
う
な

「
気
づ
き
」
を
も
た
ら
す
。

⑵ 

医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
は

　

医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
異
な
る
価
値
観
、
異

な
る
立
場
の
人
々
に
寄
り
添
い
、
そ
の
「
場
」
で
、
紡

ぐ
こ
と
を
志
向
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
語
り
に
意
味
が
あ

り
、
一
つ
一
つ
の
言
葉
を
尊
重
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
紛
争
対
話
と
決
め
つ
け

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、そ
う
で
は
な
い
。医
療
メ
デ
ィ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
目
指
す
協
働
実
践
と
は
、
生
き
生
き
と

し
た
自
然
で
自
発
的
で
、
関
係
性
の
あ
る
プ
ロ
セ
ス
を

希
求
す
る
。
対
話
の
一
つ
の
概
念
で
あ
り
、
難
し
い
対

話
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
前

提
の
あ
る
対
話
で
、
医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
駆
使

す
る
人
が
、
疲
弊
し
な
い
よ
う
に
考
案
し
て
い
る
。
自

身
を
見
つ
め
、
受
容
し
、
自
身
の
存
在
を
認
め
て
、
肯

定
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
他
者
の
受
容
と
尊
重
、
他
者

の
存
在
、
他
者
へ
の
承
認
、
共
感
へ
紡
が
れ
て
い
く
。

つ
ま
り
、
会
話
を
対
話
に
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
壊
れ

て
し
ま
っ
た
複
雑
で
面
倒
な
対
話
の
「
場
」
に
立
ち
会

い
、
各
人
が
自
身
を
見
つ
め
直
す
よ
う
な
「
場
」
で
あ

る
た
め
、
自
身
の
対
話
を
振
り
返
る
こ
と
で
修
復
の
ナ

ラ
テ
ィ
ヴ
を
整
え
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

修
復
的
正
義
と
医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
の
間
に

通
底
す
る
考
え
は
、
人
格
・
人
権
を
尊
重
し
、「
対
話
」

に
よ
る
「
関
係
修
復
」
の
過
程
を
重
視
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
と
い
え
る
。

　
お
わ
り
に

お
わ
り
に

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
対
話
の
遮
断
か
ら
発
生
し
て
い
る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
双
方
に
と
っ
て
個
別
的
事
後
的
救
済

の
処
理
で
終
わ
ら
な
い
。
対
話
の
遮
断
は
、
大
切
な
人

生
や
関
係
性
の
遮
断
か
も
し
れ
な
い
。

　

対
話
は
創
造
力
や
思
考
力
を
養
成
す
る
。
対
立
は
否

定
的
な
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
。
対
立
の
あ
る
と
こ
ろ

に
は
信
用
や
信
頼
が
元
々
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
対
立

は
関
係
性
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
は
生
じ
な
い
。

　

他
者
と
の
多
声
的
な
相
互
支
援
が
、
自
己
の
協
調
的

な
意
思
決
定
を
導
い
て
い
く
。
他
者
や
自
身
の
な
か
に

あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
フ
リ
ク
ト
を
恐
れ
な
い
こ
と
、

待
つ
こ
と
、
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
、
そ
う
す
れ
ば
、
信

用
や
信
頼
が
生
み
出
さ
れ
て
い
き
、
創
造
さ
れ
て
い
く
。

修
復
的
正
義
の
観
点
で
は
、
協
働
対
話
と
い
え
る
医
療

メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
の
対
話
の
４
つ
の
段
階
の
試
み

（
受
け
入
れ
る
・
待
つ
・
あ
き
ら
め
な
い
・
生
み
出
さ

れ
る
）
は
各
人
の
気
づ
き
を
展
開
す
る
。

　

次
回
は
、
実
際
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
例
で
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
と
修
復
的
正
義
に
よ
る
対
話
を
考
え
て
い
く
こ

と
に
し
た
い
。
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